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６
月
２
４
日
（
水
）
十
時
か
ら
ル
ネ

サ
ス
武
蔵
事
業
所
の
大
会
議
室
で
株
主

総
会
が
行
な
わ
れ
、
こ
の
間
の
ル
ネ
サ

ス
と
団
体
交
渉
を
し
て
い
る
株
主
が
出

席
し
ま
し
た
。
事
前
に
提
出
し
た
質
問

状
に
対
し
、
作
田
久
雄
会
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と

柴
田
英
利
取
締
役
が
文
書
を
読
み
上
げ

る
か
た
ち
で
回
答
さ
れ
ま
し
た
。

ル
ネ
サ
ス
は
、
こ
の
４
年
間
に
２
万

５
５
４
７
人
も
の
人
員
削
減
を
行
な
っ

た
結
果
、
繁
忙
職
場
が
多
な
り
業
務
を

こ
な
し
技
術
情
報
を
補
う
た
め
派
遣
労

働
者
が
大
量
投
入
さ
れ
、
そ
の
中
に
は

早
期
退
職
さ
せ
ら
れ
た
元
社
員
が
多
数

存
在
し
て
い
る
と
い
う
異
常
な
実
態
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

株
主
と
し
て
６
月
１
８
日
（
木
）
提

出
し
た
質
問
状
や
６
月
１
９
日
（
金
）

の
厚
労
省
で
の
記
者
会
見
を
す
る
等
で

追
求
し
た
結
果
、
株
主
総
会
で
は
、
違

法
派
遣
に
つ
い
て
は
、
「
ル
ネ
サ
ス
お

よ
び
グ
ル
ー
プ
会
社
で
、
違
反
事
例
が

あ
っ
た
」
「
（
現
在
）
事
実
関
係
を
調

査
し
、
当
局
と
の
相
談
の
う
え
原
因
究

明
中
」
で
、
「
適
切
に
対
処
す
る
」
と

違
反
事
実
を
認
め
、
対
応
策
を
進
め
て

い
る
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

職
場
で
は
、
厚
生
労
働
省
が
定
め
て

い
る
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
る
ほ
ど
の

長
時
間
労
働
が
あ
り
、
一
旦
退
職
に
応

じ
た
労
働
者
で
あ
っ
て
も
、
今
必
要
と

し
て
い
る
労
働
者
を
「
再
採
用
」
す
る

に
道
を
開
く
べ
き
だ
と
株
主
総
会
で
質

問
し
た
事
に
対
し
て
作
田
会
長
は
、

「
意
見
と
し
て
聞
く
よ
う
に
し
た
い
」

と
回
答
し
ま
し
た
。

設
計
・
開
発
子
会
社
へ
の
承
継
転
籍

に
関
す
る
労
働
者
と
の
５
条
協
議
に
対

し
て
は
「
一
部
社
員
か
ら
異
議
申
出
が

あ
り
、
東
京
労
働
局
よ
り
文
書
で
の
助

言
が
あ
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
現
在

５
人
と
の
協
議
を
し
て
お
り
、
引
き
続

き
行
な
う
。
会
社
分
割
に
関
し
過
半
数

労
組
と
協
議
を
行
な
い
理
解
を
頂
い
て

お
り
、
会
社
分
割
の
手
続
き
で
瑕
疵
は

無
か
っ
た
」
と
強
弁
し
ま
し
た
。

「
賃
金
な
ど
の
減
額
分
を
元
に
戻
せ
」

に
対
し
て
は
、
「
一
時
的
な
業
績
回
復

で
な
く
、
恒
久
的
な
業
績
と
な
る
為
に
、

労
組
と
合
意
し
た
制
度
で
あ
る
」
と
強

弁
し
ま
し
た
。

産
業
革
新

機
構
の
資
金

産
業
革
新
機
構

と
８
社
か
ら
１
５

０
０
億
円
出
資
し

て
頂
い
た
が
、
使

途
に
つ
い
て
正
式

に
決
定
し
た
事
実

は
無
い
が
、
コ
メ

ン
ト
は
さ
し
控
え

る
と
し
ま
し
た
。

派遣法違反を厚労省会見で告発

東京のローカルセンターである東京地評の

要請により、自由法曹団・労働法制中央連絡

会・全労連・東京地評の主催で６月２５日

（木）違法派遣労働１１０番実施について厚

生労働省で記者会見に参加し、ルネサスの違

法派遣の実態を告発しました。（写真右）

７月２日(木)には、東京労働会館で「派遣

労働１１０番」が取り組まれ、フリーダイヤ

ルでの労働相談が１０時～２０時まで寄せら

れ、テレビで報道もあり注目されました。

ル
ネ
サ
ス
の
株
主
総
会
で
経
営
責
任
追
及

困ったこと心配ごとの相談は、

電機・情報ユニオンへ
電話；03-6450-1777

http://www.denki-joho.jp/

リストラは良くない

参加した一般株主からは、質問状への

回答を聞いて、「リストラはやめたほうがい

い。リストラやって社員の士気が上がると

は思えない」「前向きに元気が出る施策を

やってもらいたい」など会社に対する批判

が出されました。

違
法
派
遣
を

認
め
る
回
答
！

違
法
派
遣
で
な
く

社
員
と
し
て
雇
用
を

労
働
者
と
の

５
条
協
議
は
継
続

労
働
条
件
を

元
に
戻
せ
に
対
し
て
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６
月
24
日
（
水
）
８
時
15
分
～
９

時
30
分
、
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
、

東
京
電
機
懇
、
ル
ネ
サ
ス
懇
、
日
本

共
産
党
小
平
市
議
団
、
地
元
支
援
者

の
合
計
12
人
で
、
ル
ネ
サ
ス
の
第
13

期
株
主
総
会
が
開
催
さ
れ
る
武
蔵
事

業
所
前
で
「
分
割
会
社
設
立
に
関
す

る
問
題
」
「
リ
ス
ト
ラ
策
の
ひ
ど
い

実
態
」
「
産
業
革
新
機
構
の
投
資
は

ど
う
な
っ
た
」
「
劣
悪
な
労
働
実
態

の
改
善
を
求
め
る
」
な
ど
の
内
容
を

中
心
と
し
た
職
場
新
聞
「
む
さ
し
Ｎ

ｅ
ｔ
１
５
４
号
」
を
過
去
最
高
の
５

９
８
枚
手
渡
し
す
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
株
主
の
入
る
東
門
で
は
、
米
田

徳
治
委
員
長
が
携
帯
ハ
ン
ド
で
訴
え

ま
し
た
。
（
写
真
左
）

早
期
退
職
を
選
択
す
る
か
、
転
勤

す
る
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
転
勤
を
選

び
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
病
気
の

家
族
を
置
い
て
、
自
分
も
病
気
を
持

ち
単
身
生
活
を
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

病
院
は
長
時
間
掛
け
て
定
期
的
に
通
っ

て
い
ま
す
。
交
通
費
は
、
も
ち
ろ
ん

自
腹
で
す
。
家
族
の
為
に
帰
る
費
用

も
出
ま
せ
ん
。
給
料
カ
ッ
ト
や
フ
ァ

ミ
リ
ー
休
暇
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
福

利
厚
生
も
無
く
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

高
崎
地
区
に
は
こ
う
い
っ
た
転
勤
組

が
多
く
昼
休
み
の
食
事
も
交
代
で
し

て
い
ま
す
。
最
後
の
組
は
食
べ
る
物

が
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
会
社
は
、
社

員
に
飲
ま
ず
食
わ
ず
で
働
け
と
言
っ

て
い
る
様
で
す
。
嫌
な
ら
退
職
し
ろ

と
言
わ
れ
て
い
る
様
で
す
。
私
た
ち

広
域
転
勤
組
を
一
日
も
早
く
自
分
の

家
（
今
ま
で
の
職
場
）
に
帰
ら
せ
て

欲
し
い
で
す
。
会
社
都
合
に
よ
る
転

勤
な
の
で
、
今
ま
で
掛
か
っ
た
費
用

を
全
額
支
払
っ
て
欲
し
い
で
す
。
二

重
生
活
で
苦
し
い
上
に
、
自
腹
の
部

分
が
多
く
、
ま
た
給
料
や
手
当
の
カ
ッ

ト
を
さ
れ
た
ら
生
活
出
来
ま
せ
ん
。

（
ル
ネ
サ
ス
関
連
労
働
者
懇
談
会
の

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
寄
せ
ら
れ
た
内
容
で
す
）

ル
ネ
サ
ス
本
社
に
宣
伝
と
要
請
行
動
実
施

ル
ネ
サ
ス
が
設
立
さ

れ
て
初
め
て
社
員
株
主

な
ど
と
５
名
で
株
主
総

会
に
出
席
し
ま
し
た
。

株
主
総
会
に
は
、
日
立

の
不
当
解
雇
や
差
別
事
件
を
取

り
組
ん
で
い
た
時
期
に
一
度
出

席
し
て
職
場
問
題
を
質
問
を
し

た
経
験
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回

の
ル
ネ
サ
ス
の
株
主
総
会
で
は

残
念
な
が
ら
議
長
役
の
作
田
Ｃ

Ｅ
Ｏ
に
指
名
さ
れ
る
事
な
く
終

わ
り
ま
し
た
が
、
質
問
状
に
対

す
る
会
社
回
答
と
同
僚
の
質
問

と
回
答
を
聞
い
て
い
た
一
般
株

主
に
も
職
場
の
実
態
を
伝
え
れ

た
と
思
い
ま
し
た
。

（
Ｔ
）

編集後記

絵

手

紙

で

ご

挨

拶

◆
「
新
幹
線
内
焼
身
自
殺
」

異
常
な
迷
惑
行
為

巻
き
添
え
で
悲
惨
状
態

◆
「
な
で
し
こ
残
念
」

期
待
が
大
き
か
っ
た

よ
く
頑
張
っ
た
と
賞
賛

◆
「
世
界
遺
産
登
録
」

明
治
の
産
業
革
命
遺
産

日
韓
対
立
が
再
燃
し
た
が

◆
「
労
災
認
定
最
多
」

職
場
環
境
の
改
善
で

心
の
病
を
生
ま
ぬ
職
場
に

休
憩
室

労働の対価はどうなったのか

会社がファミリーサポート手当（家族手当）

を、労働の対価では無い事を理由に廃止を決め

ています。

確かに直接の労働の対価ではないとは言え、

元はと言えば、配偶者が長時間労働の出来る条

件を確保するために設けられた家族手当は、間

接的には労働の対価、それも決して十分とは言

えない対価だったのではないでしょうか。それ

さえ無くしたことも問題ですが、では直接の労

働の対価はどうなっているでしょうか。

武蔵では、裁量労働者の平均残業時間が４０

時間前後に達しています。しかし、残業の対価

は３０時間分しか払われていません。残りの１

０時間分を会社はどうするつもりでしょうか。

経営者にポリシーがあるのか無いのかは、こう

いうところに出るのだと思っています。 （投稿）

高
崎
に
転
勤
し
た

労
働
者
か
ら
の
訴
え


